
高山市議会

題字：東小学校5年生　横
よこ

 谷
たに
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め

 衣
い

 さん
　　　  東小学校５・６年生より190点の応募をいただきました。
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佐藤由菜さん（北稜中）　中嶋大輔さん（丹生川中）
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平
成
27
年
第
２
回
臨
時
議
会
を
５
月
11
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
４
月
26
日
に
執
行
さ
れ
た
、
市
議
会
議
員
選

挙
で
当
選
し
た
議
員
に
よ
る
初
め
て
の
議
会
で
す
。
臨

時
議
会
で
は
、
議
席
の
指
定
、
正
副
議
長
選
挙
の
ほ
か
、

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
の

議
会
人
事
や
、
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
、
平
成
26
年

度
補
正
予
算（
第
９
号
）の
専
決
処
分
、
ま
た
特
別
用
途

地
区
建
築
条
例
の
一
部
改
正
等
の
議
案
を
審
議
し
、
そ

れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
議
会
人
事
を
行

い
ま
し
た
。

・
議
長
選
挙

　

中
田
清
介
議
員
・・・
21
票

　

無
効
票
・・・・・・・・・
２
票

・
副
議
長
選
挙

　

松
葉
晴
彦
議
員
・・・
21
票

　

無
効
票
・・・・・・・・・
２
票

〈
そ
の
他
〉

・
常
任
委
員
の
選
任
、
正

　

副
委
員
長
の
互
選
の
報

　

告
・
議
会
運
営
委
員
の
選
任
、

　

正
副
委
員
長
の
互
選
の

　

報
告

・
飛
驒
農
業
共
済
事
務
組

　

合
議
会
議
員
の
選
挙

・
古
川
国
府
給
食
セ
ン
タ

　

ー
利
用
組
合
議
会
議
員

　

の
選
挙

・
広
報
広
聴
委
員
の
選
任
、

　

正
副
委
員
長
の
互
選
の

　

報
告

〈
議
第
63
号
〉

　

高
山
市
税
条
例
等
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
の

　

専
決
処
分
に
つ
い
て

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

の
特
例
控
除
額
の
引
き
上

げ
（
個
人
住
民
税
所
得
割

額
の
２
割
に
）
や
確
定
申

告
が
不
要
な
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
の
創
設
、
ま

た
燃
費
基
準
を
満
た
し
た

新
車
の
軽
自
動
車
税
の
特

例
措
置
の
新
設
（
平
成
28

年
度
の
み
）
に
つ
い
て
、

３
月
31
日
付
け
で
専
決
処

分
を
行
っ
た
も
の
で
、
全

員
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

お
け
る
控
除
額
の
上
限
が

２
割
に
な
っ
た
理
由
と
件

数
の
見
込
み
は
。

答
引
上
げ
理
由
は
地
方
創

生
に
効
果
が
大
き
い
と
国

が
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

具
体
的
な
見
込
み
は
な
い

が
、
昨
年
４
月
の
寄
付
件

数
10
件
に
対
し
、
今
年
４

月
は
４
４
６
件
の
寄
付
が

あ
り
大
幅
増
加
し
て
い
る
。

問
軽
自
動
車
の
燃
費
基
準

を
満
た
さ
な
い
車
両
の
税

に
つ
い
て
は
重
課
税
率
が

適
用
さ
れ
増
税
と
な
る
が

対
象
車
両
数
は
。

答
車
検
証
の
登
録
情
報
が

国
等
か
ら
示
さ
れ
て
い
な

い
た
め
現
状
で
は
把
握
し

て
い
な
い
。

問
燃
費
基
準
を
満
た
さ
な

い
軽
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
方
へ
の
支
援
は
。

答
軽
自
動
車
の
性
能
が
向

上
し
た
こ
と
に
よ
り
普
通

自
動
車
の
税
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た

た
め
法
改
正
が
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
新
た
な
支

援
は
考
え
て
い
な
い
。

〈
議
第
64
号
〉

　

平
成
26
年
度
高
山
市
一

　

般
会
計
補
正
予
算
（
第

　

９
号
）
の
専
決
処
分
に

　

つ
い
て

　

特
別
交
付
税
等
の
確
定

に
伴
い
２
億
５
，
２
６
９
万

円
を
追
加
す
る
こ
と
に
つ

い
て
３
月
31
日
付
で
専
決

処
分
を
行
っ
た
も
の
で
、

全
員
一
致
で
承
認
し
ま
し

た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

問
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
額
は
２
億
５
，
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成

26
年
度
末
に
お
け
る
財
政

調
整
基
金
の
総
額
は
。

答
２
２
８
億
円
で
あ
る

問
基
金
は
、
条
例
で
定
め

る
目
的
を
果
た
す
た
め
に

積
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

財
政
調
整
基
金
の
利
用
目

的
は
災
害
時
等
や
地
方
債

の
繰
り
上
げ
償
還
、
財
源

の
不
足
を
生
じ
た
時
に
限

定
さ
れ
る
。
基
金
総
額
の

約
半
分
が
財
政
調
整
基
金

と
な
っ
て
い
る
が
、
基
金

の
適
正
額
に
対
す
る
考
え

方
は
。

答
財
政
調
整
基
金
は
一
般

財
源
で
あ
り
、
事
業
実
施

後
に
剰
余
金
が
発
生
す
れ

ば
将
来
に
備
え
基
金
に
積

み
立
て
る
。
上
限
額
は
設

定
し
て
い
な
い
。

問
当
初
予
算
で
約
12
億
円

を
財
政
調
整
基
金
か
ら
取

り
崩
す
予
定
で
い
た
が
、

特
別
交
付
税
の
確
定
に
よ

り
取
り
崩
し
が
な
く
な
っ

た
。
市
民
が
求
め
る
政
策

に
財
政
調
整
基
金
を
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
財
政
調
整
基
金
は
積
立

て
が
目
的
で
は
な
く
市
民

に
還
元
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
が
、
必

要
な
事
業
は
、
平
成
27
年

度
予
算
に
反
映
し
て
い
る
。

今
後
、
第
八
次
総
合
計
画

の
実
施
計
画
に
あ
た
っ
て

活
用
し
て
い
く
。

〈
議
第
65
号
〉

　

高
山
市
特
別
用
途
地
区

　

建
築
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

建
築
基
準
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
条
文
整
備
を

行
な
う
た
め
改
正
す
る
も

の
で
、
特
段
の
質
疑
も
な

く
全
員
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

〈
議
第
66
号
〉

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ

　

い
て
（
議
選
）

　

倉く
ら
た田  

博ひ
ろ
し之 

議
員

　
　

全
員
一
致
で
同
意
し

　

ま
し
た
。

平
成
２７
年

５５
月
臨
時
会
の
報
告

月
臨
時
会
の
報
告
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　高山市議会は前任期の４年間を通じて、議会基本条例に基づく開かれた
議会、討議する議会を実践してきました。結果として世間から高い評価を
受けるまでに成長し、議会改革度ランキングにおいて全国 3位となり、人
口 10 万人以下の自治体議会としてトップの水準であります。
　評価のポイントは、政策形成サイクルを確実に実践し、政策提言を行っ
てきたことです。前提となるのが、市民の皆様からいただいたご意見を市
政に結びつけ、市政の課題を市民の皆様と共有する事でした。議会の決定
プロセスを改革し、一歩ずつ着実に進めたことが評価されたと思っていま
す。しかし議会の目指した姿がすべて叶ったわけではなく、活動として目
標に届いていない点もあるため、今一度原点に立ち返り「見える化」、「見
せる化」、「話せる化」をさらに進めるよう努力しなければならないと思っています。
　今後の課題は次の 3点であると考えます。
①「見える化」では、議会の決定プロセスを公開するのみではなく、今後は政策課題を見える化し
　論点整理を行う中で市民と共有し、課題の克服に当たる姿勢が求められます。そのためには議員
　間討議の充実が欠かせません。
　　議会基本条例では議員間討議を進め、合意形成に努めることが規定されていますが、未だ充実
　感に乏しく議員間討議の充実に向けた工夫と努力が必要であると考えます。
②「見せる化」では、さまざまに努力してその推進を図ってきましたが、その結果としての検証や
　評価が未実施となっており、今期は着実にその体制を整備し、内部の検証・外部の評価を実行し
　ていく努力が求められていると考えます。
③「話せる化」の推進では、これまで地域別、分野別市民意見交換会を重ね、高山市第八次総合計
　画の基礎調査や提言へ向けた活動に役立ててきました。しかし地域別市民意見交換会では若干マ
　ンネリ感もあるため、もう少し細分化して市民や地域の意見を吸い上げることで、きめ細かに政
　策課題を拾い上げる必要があると感じています。議会から率先して市民や地域のもとへ出かける
　姿勢が、議会のあるべき姿であると感じています。
　本年度はこれらの分野において議員全員の英知を結集し、改革をさらに進めたいと思います。

議長抱負

　高山市議会は、市民にわかりやすく開かれた議会をめざしており、正副議長選挙の際は、正副議長にな
ろうとする者が、議会運営に係る自らの考えを表明する所信表明会を行なっています。今回は、議長選挙
では中田清介議員が、副議長選挙では松葉晴彦議員が所信表明を行いました。平成23年から試行を重ねて
きましたが、今回からＣＡＴＶ中継やインターネット配信を実施するなど本格的に実施することとなりま
した。

中田 清介 議長

「正副議長選挙に係る所信表明会」「正副議長選挙に係る所信表明会」をを本格実施本格実施

議　
　

長　

中
田　

清
介

副 

議 

長　

松
葉　

晴
彦

監
査
委
員　

倉
田　

博
之

総
務
厚
生
委
員
会

委
員
長　

藤
江　

久
子

副
委
員
長　

松
山　

篤
夫

委　
　

員　

谷
村　

昭
次

沼
津　

光
夫

榎　
　

隆
司

岩
垣　

和
彦

車
戸　

明
良

牛
丸　

尋
幸

文
教
産
業
委
員
会

委
員
長　

木
本　

新
一

副
委
員
長　

北
村　

征
男

委　
　

員　

伊
東　

寿
充

山
腰　

恵
一

倉
田　

博
之

上
嶋
希
代
子

中
田　

清
介

今
井　

武
男

高
山
市
議
会
議
員
役
員

委
員
会
等
所
属
一
覧

　

議　

会　

の　

新　

体　

制

基
盤
環
境
委
員
会

委
員
長　

水
門　

義
昭

副
委
員
長　

溝
端
甚
一
郎

委　
　

員　

西
田　
　

稔

渡
辺　

甚
一

中
筬　

博
之

松
葉　

晴
彦

橋
本　

正
彦

谷
澤　

政
司

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

車
戸　

明
良

副
委
員
長　

渡
辺　

甚
一

委　
　

員　

北
村　

征
男

中
筬　

博
之

橋
本　

正
彦

牛
丸　

尋
幸

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

岩
垣　

和
彦

副
委
員
長　

中
筬　

博
之

委　
　

員　

伊
東　

寿
充

西
田　
　

稔

沼
津　

光
夫

榎　
　

隆
司

橋
本　

正
彦

牛
丸　

尋
幸

　

次
の
と
お
り
、
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
議
員
役
員
・

委
員
会
で
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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平
成
27
年
６
月
定
例
会
が
６
月
１
日
か
ら
６
月
19
日

ま
で
開
か
れ
、
高
山
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
ほ
か
、
事
件
案
件
や
人
事
案
件
な
ど
19
議
案
を
審

議
。
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
、
議
員
提

出
の
２
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
請
願
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　　

報
第
２
号
か
ら
報
第
６

号
ま
で
の
報
告
案
件（
各
案

件
に
つ
い
て
は
ｐ
６
参
照
）

に
つ
い
て
の
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
程
さ
れ
た
議

第
67
号
か
ら
議
第
78
号
ま

で
の
議
案
と
請
願
第
1
号

（
各
案
件
に
つ
い
て
は
ｐ
６

参
照
）を
質
疑
の
後
、
各
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問（
質
問
内
容
等

に
つ
い
て
は
ｐ
７
〜
14
参

照
）を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
12
日
に
議
第
80
号

が
追
加
上
程
さ
れ
、
予
算

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

し
ま
し
た
。

　
◆
各
常
任
委
員
会

　

付
託
案
件
の
審
査（
各
案

件
の
主
な
内
容
に
つ
い
て

は
ｐ
15
〜
17
参
照
）を
行
い

ま
し
た
。

◆
予
算
決
算
特
別
委
員
会

◎
議
第
77
号
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
１
号
）

　

１
億
２
，０
０
９
万
５
千

　

円
の
追
加

・
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

　

予
算
の
増
額

・
留
守
家
庭
児
童
対
策
事

　

業
の
拡
充
（
荘
川
・
栃

　

尾
校
区
）

・
大
雪
に
対
す
る
農
作
物

　

等
災
害
対
策
事
業
補
助

　

金
の
増
額

・
大
雪
に
対
す
る
観
光
施

　

設
修
繕
工
事
費
の
増
額

・
大
雪
に
対
す
る
指
定
文

　

化
財
保
存
修
理
事
業
補

　

助
金
の
増
額

◎
議
第
80
号
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）

　

１
億
２
千
万
円
の
追
加

・
大
雪
に
よ
る
倒
木
被
害

　

に
対
す
る
市
独
自
の
助

　

成

　

議
第
77
号
と
議
第
80
号

は
一
括
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
関
係

問
予
算
増
額
に
あ
た
っ
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
件
数
を

ど
う
見
込
ん
だ
の
か
。

答
当
初
２
千
万
円
で
見
込

ん
で
い
た
が
、
４
月
の
実

績
を
ふ
ま
え
１
億
円
と
見

込
ん
だ
。

問
高
額
な
納
税
に
対
す
る

返
礼
品
の
予
定
は
。

答
現
在
は
、
１
万
円
・
５

万
円
・
10
万
円
以
上
と
し

て
い
る
が
、
今
後
50
万
円

と
い
う
コ
ー
ス
を
設
定
す

る
。

問
そ
れ
以
上
の
金
額
設
定

は
な
い
の
か
。

答
総
務
省
か
ら
過
度
に
高

額
な
返
礼
品
は
ひ
か
え
る

よ
う
指
導
が
あ
り
、
考
え

て
い
な
い
。

問
他
自
治
体
で
行
っ
て
い

る
モ
ノ
で
は
な
く
体
験
型

事
業
な
ど
で
返
す
と
い
う

考
え
方
は
。

答
現
在
は
、
地
場
産
品
で

の
返
礼
と
し
て
い
る
が
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
留
守
家
庭
児
童
対
策
事

　

業
関
係

問
荘
川
と
栃
尾
の
対
象
児

童
数
は
。

答
荘
川
11
名
、
栃
尾
12
名

と
把
握
し
て
い
る
。

問
職
員
配
置
と
運
営
は
。

答
指
導
員
を
１
名
配
置
し
、

運
営
は
委
託
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

に
お
願
い
す
る
。

問
児
童
の
安
全
確
保
は
。

答
指
導
員
は
保
育
士
資
格

者
を
配
置
す
る
。
現
在
委

託
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
よ
る
研
修
な
ど
で
、
安

全
な
運
営
を
含
む
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ん
で
い
た
だ
く
。

 

●
大
雪
に
よ
る
倒
木
助
成

　

関
係

問
今
回
の
倒
木
だ
け
が
対

象
と
な
る
の
か
。

答
昨
年
12
月
17
日
以
降
の

倒
木
を
対
象
と
す
る
。

問
相
談
先
は
ど
こ
か
。

答
林
務
課
で
対
応
す
る
。

治
山
事
業
な
ど
に
照
ら
し

合
わ
せ
、
個
人
の
負
担
が

少
な
く
な
る
よ
う
対
応
す

る
。

問
今
年
度
は
ど
れ
く
ら
い

実
施
す
る
予
定
か
。

答
事
業
は
３
年
間
を
想
定

し
て
お
り
、 

今
年
度
１
億

２
千
万
円
を
計
上
し
た
。

問
そ
の
う
ち
危
険
な
個
所

の
対
応
は
。

答
危
険
性
の
高
い
47
か
所

に
つ
い
て
は
、
県
へ
治
山

事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
て
い
る
。

問
申
請
書
類
の
作
成
は
個

人
で
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
。

答
補
助
申
請
に
精
通
し
て

い
る
森
林
組
合
等
の
事
業

体
を
通
じ
て
申
請
し
て
い

た
だ
く
。

問
こ
れ
ま
で
に
処
理
を
終

え
た
方
で
、
証
拠
書
類
が

残
っ
て
い
な
い
場
合
は
。

答
確
認
で
き
る
書
類
等
が

な
い
と
、
対
象
に
で
き
な

い
。

問
今
後
倒
れ
て
停
電
に
つ

な
が
る
可
能
性
の
あ
る
立

木
の
対
応
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答
県
・
市
と
電
力
会
社
で

負
担
の
仕
組
み
等
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

平
成
２７
年

66
月
定
例
会
の
報
告

月
定
例
会
の
報
告

６
月
１
日 

本
会
議

６
月
８
・
11
・
12
日

　
　
　

  

本
会
議

６
月
15
日
〜
18
日

　

委
員
会

　

付
託
案
件
審
査

人気の飛驒牛

栃尾小学校にも、留守家庭児童教室を開設
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議　員　発　議

地方単独事業に係る国民健康保険の減額調整措置の見直しを求める意見書

　今国会において「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法
律」が成立し、国は人口減少対策や医療費抑制などの観点から、子ども医療のあり方に関し有識者に
よる総合的な検討の場を設置し、来年の夏頃までに一定の考え方をまとめるとしている。
　国保の財政基盤の強化や都道府県による財政運営に向けて具体的な改革作業が始まるにあたり、地
方単独事業に係る国庫負担調整措置の見直しなどが今後の検討課題とされたところである。
　高山市では、単独事業として子ども医療費の助成制度の拡充などに取り組み、義務教育期間は医療
機関における窓口負担を無料としているが、国は同じように多くの自治体が実施する単独の医療費助
成制度の波及増を理由として国庫負担金の減額調整措置を行っている。
　この措置は 30年も前に創設された古い制度であり、地方創生の観点からも時代に即した見直しを
行う時期に来ていると考える。
　よって国におかれては、国庫負担調整措置の見直しを行うよう強く要請する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
平成27年6月19日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高山市議会

　６月定例会において、「地方単独事業に係る国民健康保険の減額調整措置の見直しを求める意見書」と「平
和安全法制整備についての慎重審議を求める意見書」の２件を全員一致で可決しました。

平和安全法制整備についての慎重審議を求める意見書

　今年は戦後70年を迎え、これまで私たちは平和な生活を享受してきた。
　また、高山市では「高山市平和の日」を制定し、市民とともに平和を願い語り継ぐ取り組みを進めて
いる。
　現在、国会では、「平和安全法制整備法案」「国際平和支援法案」からなる、新しい平和安全法制整備
について審議が進められている。
　今回の平和安全法制整備については、さまざまな意見があり、国民にとって大きな関心事である。
　国においては、これまで日本国民が守ってきた平和を脅かすことのないよう、慎重に審議されるこ
とを求める。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
平成27年6月19日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高山市議会

◎
議
第
78
号
国
民
健
康
保

　

険
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算

　

１
千
１
０
０
万
円
の
追
加

・
高
根
診
療
所
の
雨
漏
り

　

修
繕

　

特
段
質
疑
な
し
。

◆
各
委
員
会
報
告

　

総
務
厚
生
委
員
会
、
文

教
産
業
委
員
会
、
基
盤
環

境
委
員
会
、
予
算
決
算
特

別
員
会
の
委
員
長
報
告
後
、

採
決
が
行
わ
れ
、
す
べ
て

の
議
案
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

◎
議
第
79
号

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

の
推
薦
に
つ
い
て

　
　

次
の
方
を
人
権
擁
護

　

委
員
と
し
て
同
意
し
ま

　

し
た
。

　

加か
と
う藤 

雅ま
さ
ひ
ろ宏 

さ
ん

◎
議
員
発
議

　

２
件

　

下
記
の
と
お
り
。

６
月
19
日 

本
会
議

倒木被害にあった山林
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市長提出議案

報告

議員提出議案

請願

6月定例会に上程された議案及び議決結果は次のとおりです。

6月定例会　上程議案一覧表

議案番号 件 名 付託委員会 議決結果
議第67号 高山市税条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決
議第68号 高山市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決
議第69号 高山市介護保険条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決
議第70号 市有財産の無償譲渡について（上青屋公民館） 文教産業 原案可決
議第71号 市有財産の無償譲渡について（半田集会所） 文教産業 原案可決
議第72号 市有財産の無償譲渡について（山本集会所） 文教産業 原案可決
議第73号 市有財産の無償譲渡について（三川コミュニティセンター） 文教産業 原案可決
議第74号 財産の取得について（水槽付消防ポンプ自動車） 基盤環境 原案可決
議第75号 財産の取得について（消防ポンプ自動車） 基盤環境 原案可決
議第76号 財産の取得について（高規格救急車等） 基盤環境 原案可決
議第77号 平成27年度高山市一般会計補正予算（第１号） 予算決算特別 原案可決
議第78号 平成27年度高山市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算特別 原案可決
議第79号 人権擁護委員候補者の推薦について － 同 意
議第80号 平成27年度高山市一般会計補正予算（第２号） 予算決算特別 原案可決

議案番号 件 名 上 程 日 議決結果
報第　２号 損害賠償の額の決定の専決処分について 初 日 報告終了
報第　３号 継続費繰越計算書（一般会計）について 初 日 報告終了
報第　４号 繰越明許費繰越計算書（一般会計）について 初 日 報告終了
報第　５号 事故繰越し繰越計算書（一般会計）について 初 日 報告終了
報第　６号 繰越計算書（水道事業会計）について 初 日 報告終了

議案番号 件 名 上 程 日 議決結果
発議第２号 地方単独事業に係る国民健康保険の減額調整措置の見直しを求める意見書 最 終 日 原案可決
発議第３号 平和安全法制整備についての慎重審議を求める意見書 最 終 日 原案可決

議案番号 件 名 付託委員会 議決結果
請願第１号 国民的合意のない「平和安全法制整備法案」、「国際平和支援法」の廃案を求める意見書の提出を求める請願書 文教産業 不 採 択

6月定例会の議案賛否一覧
6月定例会の提出議案における各議員の賛否は次のとおりです。

伊
東　

寿
充

谷
村　

昭
次

西
田  　

 

稔

沼
津　

光
夫

榎　
　

隆
司

山
腰　

恵
一

渡
辺　

甚
一

北
村　

征
男

岩
垣　

和
彦

中
筬　

博
之

倉
田　

博
之

松
山　

篤
夫

上
嶋
希
代
子

車
戸　

明
良

松
葉　

晴
彦

木
本　

新
一

溝
端
甚
一
郎

水
門　

義
昭

橋
本　

正
彦

中
田　

清
介

藤
江　

久
子

谷
澤　

政
司

今
井　

武
男

牛
丸　

尋
幸

議第67号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第68号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第69～80号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

発議第２～３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※「○」は賛成、「●」は反対。中田議長は裁決に加わりません。
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投
票
率
低
下
で
民
主
主
義

制
度
に
警
笛
！

し
身
近
に
感
じ
て
頂
け
る

努
力
を
絶
や
す
こ
と
な
く

取
り
組
む
。

　

ま
た
、
年
代
別
投
票
率

は
60
〜
70
歳
で
70
％
に
対

し
20
歳
代
は
30
％
を
下
回

っ
て
い
る
。
今
後
と
も
投

票
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
。

問
選
挙
権
を
18
歳
に
引
き

下
げ
る
議
論
が
あ
る
中
で

中
・
高
校
生
に
選
挙
権
行

使
に
対
す
る
教
育
が
必
要
。

家
庭
教
育
は
も
と
よ
り
、

学
校
・
地
域
・
議
会
・
行

政
も
含
め
て
対
応
す
べ
き

課
題
で
あ
る
。
今
後
、
市

に
必
要
な
取
り
組
み
は
。

答
学
校
へ
の
選
挙
に
関
す

る
出
前
講
座
の
実
施
、
生

徒
会
選
挙
へ
の
投
票
箱
等

の
貸
出
し
、
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
の
作
品
募
集
等
に

よ
る
意
識
の
高
揚
を
図
る

ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
通
じ
選
挙
へ
の
情
報

問
４
月
の
市
議
選
に
お
い

て
前
回
平
成
23
年
と
比

較
し
、
有
権
者
数
７
３
，

０
５
３
人
で
前
回
よ
り
１
，

３
７
８
人
減
少
。
投
票
者

数
は
４
７
，９
１
８
人
で
前

回
よ
り
６
，８
９
４
人
と
大

幅
減
少
。
更
に
棄
権
者
は

２
５
，１
３
５
人
で
前
回
よ

り
５
，５
１
６
人
増
加
。
更

に
投
票
率
50
％
未
満
の
投

票
所
が
35
か
所
、
40
％
未

満
の
投
票
所
が
５
か
所
。

こ
れ
ら
投
票
率
低
下
へ
の

見
解
と
年
代
別
投
票
率
は
。

答
投
票
率
の
低
下
は
有
権

者
の
選
挙
に
向
か
う
意
欲

の
問
題
で
あ
る
、
地
方
政

治
が
身
近
な
政
治
で
あ
り

な
が
ら
投
票
所
に
出
向
く

方
が
減
少
し
て
い
る
。
地

方
政
治
に
携
わ
る
者
と
し

て
市
民
と
き
め
細
か
く
接

６月８日、６月11日、６月12日の３日間、15人の議員が市政全般について質問しました。
6月8日㈪ 6月11日㈭ 6月12日㈮

※本会議などの様子は、市議会のホームページ・ヒットネットTVでご覧いただけます。
（インターネットでは、当日の生中継のほか録画配信により、いつでも閲覧することができます。）

ht tp ://www.c i ty . takayama. lg . jp/g ika i/1002453/1004843/1002465.h tml

議　員　名 掲載ページ

1 岩　垣　和　彦 7
2 松　山　篤　夫 8
3 谷　澤　政　司 8
4 上　嶋　希代子 9
5 牛　丸　尋　幸 9
6 沼　津　光　夫 10

議　員　名 掲載ページ

1 今　井　武　男 10
2 伊　東　寿　充 11
3 谷　村　昭　次 11
4 西　田　　　稔 12
5 車　戸　明　良 12
6 水　門　義　昭 13

議　員　名 掲載ページ

1 藤　江　久　子 13
2 山　腰　恵　一 14
3 中　筬　博　之 14

岩垣 和彦 議員

國島市長に問う!!
一　般　質　問

発
信
を
行
な
う
な
ど
若
年

層
の
投
票
率
向
上
に
努
め

る
。

問
産
業
連
関
表
は
、
農
林

漁
業
や
製
造
業
、
商
業
な

ど
地
域
の
産
業
構
造
の
基

本
的
な
姿
を
把
握
す
る
経

済
構
造
の
分
析
で
あ
る
。

　

地
域
経
済
循
環
の
把
握

や
地
域
経
済
循
環
の
創
造

な
ど
、
地
域
経
済
づ
く
り

に
役
立
つ
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

産
業
連
関
表
策
定
へ
の
考

え
は
。

答
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

市
内
の
事
業
者
に
取
引
の

詳
細
デ
ー
タ
を
把
握
す
る

た
め
協
力
を
頂
く
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
調
査
や
分

析
に
多
額
の
費
用
を
要
す

る
。
更
に
活
用
に
は
専
門

知
識
が
必
要
で
作
成
も
３

〜
４
年
程
度
が
必
要
と
さ

れ
る
。

　

国
の
経
済
セ
ン
サ
ス
や

県
の
産
業
連
関
表
と
の
整

合
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
引
き
続
き
策
定
に
向

け
検
討
を
重
ね
る
。

経
済
循
環
を
促
す
に
は

産
業
連
関
表
が
先
ず
重
要

政
治
参
加
の
あ
り
方
と

産
業
連
関
は
大
き
な

課
題
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松山 篤夫 議員

飛
驒
牛
を
パ
リ
で
、

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
！

問
各
地
域
で
開
催
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
を
全
市
的
に

調
整
連
携
す
る
取
り
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
全
市
的
に
調
整
を
行
い
、

そ
の
効
果
が
見
込
め
る
よ

う
検
討
し
て
行
く
。

問
市
民
や
観
光
客
の
更
な

る
参
加
を
促
す
た
め
、
周

知
方
法
に
検
討
を
。

答
様
々
な
情
報
媒
体
へ
の

提
供
に
努
め
る
。

問
来
年
は
市
制
80
周
年
。

春
に
か
ら
く
り
屋
台
曳
き

揃
え
の
開
催
を
。

答
関
係
団
体
と
検
討
し
て
、

観
光
的
に
意
義
あ
る
イ
ベ

ン
ト
に
し
た
い
。

問
来
年
秋
の
ユ
ネ
ス
コ
文

化
遺
産
登
録
に
伴
う
記
念

人
口
対
策
に
つ
い
て

今
後
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

議
員
は
全
市
民
の
意
見

の
把
握
を
！！

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方

祭
屋
台
を
世
界
遺
産
登
録

谷澤 政司 議員

の
大
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
。

答
情
報
で
は
遺
産
登
録
が

さ
れ
、
国
内
外
に
歴
史
文

化
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、

関
係
団
体
の
皆
様
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

問
昨
年
夏
の
豪
雨
災
害
復

旧
工
事
の
状
況
は
。

答
基
盤
整
備
部
所
管
の
道

路
、
河
川
、
橋
梁
は
99
か

所
あ
り
、
14
か
所
は
完
成
、

83
か
所
は
今
年
度
末
ま
で

に
完
成
予
定
、
清
見
町
の

流
失
し
た
２
橋
は
28
年
度

末
完
成
予
定
、
県
が
施
工

す
る
荘
川
町
の
一
色
川
、

寺
河
戸
川
に
つ
い
て
は
年

内
に
完
成
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

農
政
部
所
管
の
農
地
、

農
業
用
施
設
、
林
業
施
設

は
１
３
６
か
所
あ
り
、
13

か
所
は
完
成
、
１
２
３
か

所
は
今
年
度
末
ま
で
に
完

成
予
定
で
あ
る
。
石
浦
町
、

千
島
町
の
山
林
の
土
砂
崩

れ
は
、
県
で
治
山
事
業
を

進
め
て
お
り
、
年
度
内
に

完
了
予
定
で
あ
る
。

問
宮
川
・
連
合
橋
〜
弥
生

橋
の
河
川
敷
の
復
旧
工
事

の
完
了
時
期
は
。

　

連
合
橋
下
の
土
砂
の
撤

去
を
。

答
７
月
末
の
完
了
を
目
指

し
進
め
て
い
る
。

　

堆
積
土
砂
の
撤
去
は
、

県
と
調
整
を
図
り
早
期
完

了
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

問
宮
川
・
松
本
町
の
堤
防

道
路
が
低
く
冠
水
の
危
険

が
あ
る
。
早
期
に
治
水
対

策
を
。

答
河
床
掘
削
を
中
心
に
断

面
を
広
げ
る
方
法
で
整
備

工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
北
山
西
側
の
左
京
町
〜

大
新
町
４
丁
目
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
工
事
を
。

答
八
幡
宮
社
務
所
裏
〜
北

保
育
園
付
近
ま
で
県
が
整

備
を
行
う
が
、
今
年
度
は

測
量
や
地
質
調
査
を
行
う
、

と
聞
い
て
い
る
。

　

引
き
続
き
本
事
業
の
推

進
を
県
へ
要
望
し
て
行
く
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

へ
更
な
る
推
進
を

問
「
す
き
な
場
所
」
を

「
す
て
き
な
場
所
」
に
か

え
る
た
め
に
は
あ
る
べ
き

人
口
を
明
確
に
し
、
市
民

と
共
有
す
る
中
で
政
策
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
市
の
考
え
は
。

答
ど
の
く
ら
い
の
人
口
が

望
ま
し
い
の
か
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
す
べ
き

か
見
い
出
し
、
地
域
住
民

と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
飛
驒
牛
の
世
界
市
場
へ

の
販
路
拡
大
の
展
望
に
対

す
る
市
の
考
え
は
。

答
県
、
関
係
機
関
や
事
業

者
と
連
携
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
商

流
を
確
立
さ
せ
、
Ｅ
Ｕ
加

盟
国
に
お
い
て
飛
驒
牛
の

本
格
的
な
輸
出
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。
ア
メ
リ
カ

も
販
売
対
象
と
し
て
視
野

に
入
れ
て
お
り
、
輸
出
に

向
け
て
関
係
機
関
へ
の
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

問
果
物
、
野
菜
等
の
高
山

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
海
外

市
場
へ
の
参
入
計
画
は
。

答
桃
、
米
な
ど
販
路
拡
大

に
向
け
て
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問
「
木
の
お
も
ち
ゃ
」
の

評
価
が
海
外
で
高
く
な
っ

て
い
る
。
新
し
い
輸
出
商

品
に
な
る
の
で
は
。

答
重
要
な
高
山
ブ
ラ
ン
ド

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
販
路
開
拓
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
支

援
事
業
を
輸
出
力
強
化
の

た
め
に
有
効
利
用
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
は
。

答
制
度
が
活
用
さ
れ
、
輸

出
力
が
高
ま
る
よ
う
に
事

業
者
へ
の
周
知
を
図
る
。

問
北
陸
新
幹
線
開
業
の
影

響
は
。

答
４
月
の
高
山
〜
金
沢
間

の
高
速
バ
ス
の
乗
客
人
数

は
前
年
対
比
41
・
９
％
増

と
大
幅
な
増
加
に
な
っ
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
高
山
線
も
増

加
し
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
、
誘
客
効
果
は
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
ロ
ー
カ
ル
線
・
高
山
線

の
魅
力
を
観
光
資
源
と
し

て
も
っ
と
活
用
し
て
は
。

答
車
窓
か
ら
の
風
景
は
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
観
光
資
源
と
し
て
の

可
能
性
は
高
い
と
考
え
て

い
る
。
運
行
事
業
者
に
提

案
し
て
い
き
た
い
。

問
市
の
文
化
・
歴
史
遺
産

を
「
日
本
遺
産
」
と
し
て

認
定
申
請
す
る
考
え
は
。

答
絶
好
の
機
会
と
考
え
、

認
定
に
向
け
て
申
請
を
し

て
い
き
た
い
。

観
光
と
海
外
戦
略

に
つ
い
て

高山市議会ぎかいだより 第20号 8

6月定例会報告　　一般質問



問
日
本
共
産
党
が
行
っ
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

74
・
６
％
の
方
が
昨
年
よ

り
暮
ら
し
が
苦
し
く
な
っ

た
と
回
答
を
さ
れ
た
。

　

物
価
の
上
昇
、
消
費
税

の
引
き
上
げ
が
市
民
の
暮

ら
し
に
大
き
く
影
響
を
与

え
て
い
る
。
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
の
無
料
化
を
、

①
子
育
て
支
援
と
し
て

②
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

と
し
て

③
病
気
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
と
い
う
視
点
か
ら

検
討
で
き
な
い
か
。

県
内
で
も
、
大
垣
市
・
美

濃
市
・
山
県
市
・
郡
上
市
・

神
戸
町
・
輪
之
内
町
・
揖

斐
川
町
・
東
白
川
村
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。

答
高
山
市
に
お
い
て
は
財

政
の
問
題
も
あ
る
が
、
国

の
動
向
を
踏
ま
え
て
対
応

問
２
０
１
３
年
度
末
で
、

一
般
会
計
の
積
立
金
総
額

は
約
４
４
７
億
円
で
県
下

21
市
の
中
で
最
高
額
と
な

る
。
そ
の
中
で
、
何
で
も

使
え
る
財
政
調
整
基
金
は

約
２
０
９
億
円
で
、
こ
れ

も
県
下
で
最
高
額
だ
。
住

民
一
人
当
た
り
で
み
る
と
、

県
下
平
均
の
３
倍
と
な
る
。

こ
れ
で
間
違
い
な
い
か
。

答
そ
の
通
り
で
あ
る
。

問
２
０
１
４
年
度
末
の
積

立
金
の
見
込
み
は
。

答
昨
年
度
末
で
は
、
一
般

会
計
の
基
金
総
額
が
約
４

７
０
億
円
、
そ
の
う
ち
財

政
調
整
基
金
は
約
２
２
８

億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
市
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、
「
日
常
生
活
で

不
安
を
感
じ
る
」
と
い
う

方
が
６
割
に
達
し
、
そ
の

一
番
の
原
因
は
「
経
済
的

な
不
安
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
介
護
保
険
料

が
大
き
な
負
担
」と
い
う

方
は
４
割
に
達
し
て
い
る
。

国
保
料
を
試
算
し
て
み
る

と
、
同
じ
収
入
な
の
に
、

他
の
保
険
よ
り
、
市
の
国

保
料
は
約
４
割
も
高
い
。

　

暮
ら
し
が
大
変
な
高
齢

者
の
方
か
ら
は
、
「
早
く

死
ね
と
い
う
こ
と
や
」
と

の
声
さ
え
聞
か
れ
る
。

　

県
下
一
多
額
の
積
立
金

の
一
部
を
使
っ
て
、
市
民

の
暮
ら
し
を
応
援
し
、
国

保
や
介
護
の
負
担
軽
減
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
国
保
や
介
護
保
険
で
は
、

負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

合
併
し
て
10
年
た
ち
、
今

後
５
年
間
に
お
い
て
、
地

方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
。

基
金
で
そ
の
部
分
を
補
て

ん
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

市
民
の
く
ら
し
・
福
祉

応
援
の
政
策
実
現
を

国
保
介
護
の
負
担
軽
減

倒
木
災
害
へ
の
対
応
を

戦
争
法
案
へ
の
考
え
は

上嶋 希代子 議員

牛丸 尋幸 議員

問
普
及
に
向
け
た
具
体
策

は
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
は
高

齢
者
に
も
使
い
や
す
く
正

確
な
緊
急
情
報
も
入
る
。

全
戸
無
料
配
布
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答
普
及
啓
発
に
は
努
め
て

い
く
と
と
も
に
、
利
用
料

金
の
見
直
し
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
市
長
は
日
ご
ろ
か
ら
市

民
が
主
役
と
言
っ
て
い
る
。

火
葬
場
候
補
地
の
選
定
は

行
政
が
市
民
の
上
に
立
っ

て
の
評
価
で
は
な
か
っ
た

の
か
。
評
価
基
準
と
点
数

は
公
平
性
が
担
保
さ
れ
て

い
た
の
か
。
点
数
も
結
果

の
み
が
市
民
に
知
ら
さ
れ

た
の
で
は
市
民
が
主
役
と

言
え
な
い
の
で
は
。

答
評
価
基
準
は
、
市
民
に

具
体
的
に
ご
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
公
平
公
正
な
基

準
と
し
て
決
定
し
た
。

　

評
価
基
準
の
見
直
し
は

考
え
て
い
な
い
。

問
昨
年
12
月
17
日
か
ら
の

豪
雪
に
よ
り
、
倒
木
・
停

電
な
ど
大
き
な
被
害
と

な
っ
た
。
倒
木
災
害
の
状

況
を
早
く
調
査
し
、
二
次

災
害
の
危
険
性
の
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
早
く
対
応
す

べ
き
で
な
い
か
。

答
倒
木
は
約
１
０
０
ha
に

及
び
、
二
次
災
害
の
可
能

性
の
あ
る
箇
所
は
約
50
か

所
あ
る
。
現
在
の
制
度
の

対
象
と
な
ら
な
い
箇
所
の

倒
木
処
理
に
つ
い
て
、
市

単
独
の
新
た
な
支
援
制
度

を
今
議
会
に
提
案
し
た
い
。

問
安
倍
政
権
が
進
め
る
戦

争
法
案
に
つ
い
て
、
国
会

の
場
で
３
人
の
憲
法
学
者

が
「
憲
法
違
反
」
と
の
認

識
を
表
明
し
た
。
安
倍
政

権
の
戦
争
法
案
に
対
す
る

市
長
の
考
え
は
。

答
し
っ
か
り
議
論
し
て
い

た
だ
き
、
国
民
合
意
を
得

て
い
く
過
程
を
お
さ
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て

火
葬
場
候
補
地
に
つ
い
て

倒
木
に
よ
る
二
次
被
害
防

止
に
向
け
早
急
な
対
応
を

防
災
ラ
ジ
オ
の
全
戸
無
料

配
布
に
つ
い
て

県
下
一
多
額
な
積
立
金
で

国
保
介
護
の
負
担
軽
減
を

戦
争
法
案
へ
の
考
え
は

学
校
給
食
費
の
当
面
半
額

支
援
に
つ
い
て

を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

今
の
と
こ
ろ
は
中
学
生
ま

で
の
対
応
し
た
い
。

　

高
校
生
ま
で
の
子
ど
も

医
療
費
を
無
料
化
に
し
た

場
合
、
約
６
，０
０
０
万
円

の
経
費
が
想
定
さ
れ
る
。

問
全
国
で
も
子
供
の
貧
困

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

給
食
は
食
育
と
も
い
わ
れ
、

教
育
の
一
環
で
あ
る
と
考

え
る
。
子
育
て
中
の
家
庭

に
対
す
る
支
援
策
と
し
て

給
食
費
の
半
額
を
支
援
す

る
考
え
は
。

答
教
材
費
な
ど
、
原
則
保

護
者
負
担
と
さ
れ
て
い
る

も
の
は
多
様
に
あ
る
た
め
、

学
校
給
食
費
を
他
の
経
費

に
先
行
し
て
半
額
支
援
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
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問
後
継
者
問
題
は
、
農
業

だ
け
で
な
く
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
以
前
か

ら
後
継
者
に
つ
い
て
は

様
々
な
対
策
が
実
施
さ
れ

て
き
た
が
、
今
後
市
は
ど

の
様
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
の
か
。

答
農
業
委
員
会
・
農
業
者

団
体
・
県
・
Ｊ
Ａ
ひ
だ
等

で
構
成
す
る
就
業
支
援
協

議
会
を
設
立
し
研
修
か
ら

就
農
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
や

就
農
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
実
施
し
て
き
た
。
今

年
度
か
ら
親
元
就
農
者
へ

の
新
た
な
支
援
制
度
を
創

設
す
る
。
後
継
者
を
は
じ

め
若
者
が
次
代
の
農
業
を

担
っ
て
い
け
る
取
り
組
み

を
行
う
。

問
夢
の
あ
る
高
山
を
め
ざ

す
時
、
今
後
の
農
業
の
方

沼津 光夫 議員

新
た
な
農
林
業
政
策
の

方
向
性
は

向
性
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答
第
八
次
総
合
計
画
の
中

で
は
、
「
飛
驒
高
山
ブ
ラ

ン
ド
の
農
畜
産
物
が
国
内

外
で
多
く
消
費
さ
れ
る
こ

と
」
、
「
農
業
を
支
え
る

多
く
の
担
い
手
が
育
成
・

確
保
さ
れ
る
こ
と
」
、

「
農
山
村
が
も
つ
他
面
的

な
集
落
機
能
が
発
揮
さ
れ

る
こ
と
」
を
目
指
し
て
い

る
。
農
家
等
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
農
業
が
魅
力
あ

る
産
業
と
し
て
発
展
す
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

問
県
治
山
事
業
で
の
倒
木

除
去
を
検
討
し
て
い
る
が
、

保
安
林
指
定
と
す
る
こ
と

が
条
件
の
た
め
、
な
か
な

か
進
ま
な
い
が
。

答
県
の
治
山
事
業
や
既
存

の
間
伐
補
助
事
業
で
処
理

で
き
な
い
箇
所
は
、
市
単

独
の
支
援
制
度
の
創
設
を
、

今
議
会
に
提
案
す
る
。

問
高
山
市
単
独
で
倒
木
に

対
応
す
る
作
業
道
の
補
助

制
度
を
新
た
に
創
設
し
て

は
ど
う
か
。

答
今
後
も
森
林
経
営
計
画

に
基
づ
き
、
既
存
の
補
助

事
業
に
よ
る
森
林
作
業
道

の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問
倒
木
処
理
を
単
年
度
で

は
す
べ
て
行
え
な
い
の
で
、

環
境
整
備
の
た
め
、
先
ず

は
主
要
道
路
の
倒
木
処
理

を
進
め
た
ら
ど
う
か
。

答
治
山
事
業
で
対
応
す
る

よ
う
岐
阜
県
飛
騨
農
林
事

務
所
に
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
既
存
の
補
助
事

業
の
対
象
と
な
ら
な
い
倒

木
の
処
理
に
つ
い
て
、
新

た
な
支
援
制
度
を
今
議
会

に
提
案
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

問
倒
木
に
よ
り
被
害
の
あ

っ
た
林
道
法
面
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
復
旧
と
予
算
対

応
は
。

答
優
勢
順
位
を
付
け
、
今

年
度
の
当
初
予
算
を
活
用

し
、
順
次
復
旧
作
業
を
進

め
て
い
く
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

施
設
整
備
に
つ
い
て

農
業
政
策
の
新
た
な

方
向
性
に
つ
い
て

問
第
八
次
総
合
計
画
に
は

給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

に
伴
う
整
備
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
築
後
35
年
が
経
過
し
て

い
る
。
八
次
総
に
お
い
て

学
校
給
食
施
設
は
、
安
全

性
や
地
元
食
材
に
配
慮
し

た
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
衛
生
環
境
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

問
こ
こ
10
年
間
の
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
児
童

の
状
況
は
。

答
平
成
17
年
度
は
１
２
１

人
、
平
成
26
年
度
は
２
３
４

人
で
全
児
童
に
対
す
る
割

合
も
１
．52
ポ
イ
ン
ト
増
と

増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
対
応
も
複
雑
に
な
っ

て
い
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

と
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

今井 武男 議員

問
家
庭
と
給
食
セ
ン
タ
ー

間
に
お
け
る
「
学
校
生
活

管
理
指
導
表
」
の
現
状
と

対
応
は
。

答
学
校
に
お
け
る
配
慮
や

管
理
が
必
要
な
児
童
生
徒

の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
正

確
な
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
医
師
の
診
断
に
よ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
用
の

「
学
校
生
活
管
理
指
導

表
」
お
よ
び
問
診
票
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

ら
を
も
と
に
、
三
者
面
談

の
上
、
対
応
方
法
を
決
定

し
て
い
る
。

問
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
専

門
ラ
イ
ン
を
設
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
国
が
定
め
る
「
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
に
対
す
る
取
り

組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

よ
れ
ば
、
学
校
給
食
に
お

い
て
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
安

全
性
を
最
優
先
し
、
区
画

さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
調
理

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
施

設
整
備
時
に
は
、
専
用
ラ

イ
ン
な
ど
に
よ
る
適
切
な

対
応
を
検
討
し
安
心
・
安

全
な
学
校
給
食
の
実
施
に

努
め
る
。

問
障
が
い
者
や
認
知
症
の

方
等
が
、
緊
急
時
や
災
害

時
、
援
助
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
が
一
目
で
分
か

る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
作
成

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
必
要
な
支
援
や
配
慮
に

つ
な
が
る
ツ
ー
ル
で
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、

周
囲
の
方
に
も
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
県
単
位

で
共
通
様
式
を
作
成
す
る

な
ど
、
関
係
団
体
や
他
市

と
意
見
交
換
を
行
う
な
ど

研
究
し
て
い
く
。

東
京
都
な
ど
の
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

昨
年
の
豪
雪
に
よ
る
山
林

の
倒
木
処
理
に
つ
い
て

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
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問
市
の
生
産
年
齢
人
口
の

推
移
と
減
少
に
対
す
る
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
本
市
の
生
産
年
齢
人
口

は
平
成
22
年
か
ら
の
５
年

間
で
約
７
％
減
少
し
た
。

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
者
に

対
す
る
家
賃
補
助
や
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
者
報
奨
金
制

度
、
起
業
家
の
育
成
支
援

を
は
じ
め
、
全
庁
的
な
施

策
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事
が
重
要

で
あ
り
、
今
年
度
策
定
す

る
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
中
で
も
、
し
っ
か
り
と

位
置
付
け
た
い
。

問
高
齢
化
・
人
口
減
少
に

備
え
た
生
活
コ
ス
ト
の
削

減
や
実
質
賃
金
増
加
に
繋

が
る
取
り
組
み
を
。

答
イ
ン
フ
レ
率
を
上
回
る

賃
金
上
昇
が
な
け
れ
ば
、

消
費
停
滞
に
よ
る
地
域
経

問
農
業
生
産
者
の
区
分
と

し
て
「
兼
業
農
家
」
の
現

状
と
今
後
は
。

答
兼
業
農
家
は
直
売
主
体

で
多
品
目
な
生
産
と
新
鮮

さ
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
農
業
生
産
法
人

等
の
産
物
の
加
工
・
付
加

価
値
化
に
よ
る
六
次
産
業

化
を
す
す
め
る
側
面
か
ら

も
、
兼
業
農
家
と
の
生
産

連
携
を
視
野
に
入
れ
た
支

援
を
す
る
。

問
今
年
６
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
、
農
林
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
保
護
と
付
加
価
値
化

な
ど
に
よ
る
「
地
理
的
表

示
制
度
・
Ｇ
Ｉ
」
へ
の
取

り
組
み
と
対
応
は
。

答
こ
れ
ま
で
の
商
品
登
録

に
は
な
い
、
生
産
地
で
の

歴
史
・
文
化
・
製
法
な
ど

を
産
物
に
色
濃
く
表
示
す

済
へ
の
悪
影
響
に
つ
な
が

る
。
外
貨
を
地
域
内
で
循

環
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り

や
地
産
地
消
の
促
進
、
商

店
・
企
業
経
営
の
安
定
化

に
向
け
た
支
援
な
ど
多
角

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

問
国
が
進
め
る
都
市
再
生

特
別
措
置
法
の
一
部
改
正

法
（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

構
想
）
に
お
け
る
、
市
の

中
心
市
街
地
の
捉
え
方
は
。

答
今
後
、
人
口
減
少
や
財

政
規
模
の
縮
小
が
見
込
ま

れ
る
中
、
第
八
次
総
合
計

画
や
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
お
い
て
も
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
都

市
機
能
の
集
積
に
取
り
組

ん
で
行
く
。

問
冬
季
及
び
夜
間
の
新
し

い
魅
力
づ
く
り
の
推
進
を
。

る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化

が
さ
れ
、
価
格
の
安
定
・

所
得
増
加
に
つ
な
が
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
生
産
拡
大

と
連
携
へ
と
結
び
つ
く
。

雇
用
創
出
に
も
配
慮
し
、

早
急
な
支
援
の
仕
組
み
を

検
討
す
る
。

問
人
工
林
で
の
間
伐
率
及

び
間
伐
材
搬
出
率
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
は
。

答
市
内
で
は
間
伐
が
必
要

な
樹
齢
11
〜
45
年
の
人
工

林
は
２
４
，
０
０
０
ha
あ

り
、
そ
の
内
40
％
で
間
伐

が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

間
伐
施
業
済
み
の
50
％
し

か
、
搬
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

残
り
は
、
現
地
に
放
置
さ

れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
搬
出
を
と
も

な
う
間
伐
を
積
極
的
に
促

進
す
る
こ
と
で
、
森
を
保

全
す
る
。

問
林
業
の
「
観
光
化
」
、

観
光
林
業
へ
の
取
組
は
。

人
口
減
少
時
代
に
備
え

着
実
な
経
済
成
長
戦
略

を

地
域
資
源（
ひ
と
・
も

の
・
し
ご
と
）
に
新
た

な
元
気
を
！

伊東 寿充  議員

谷村 昭次  議員

答
冬
季
観
光
客
の
入
込
数

は
、
外
国
人
観
光
客
の
増

加
に
加
え
、
関
係
機
関
等

に
よ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
よ
り
、
合
併
以

来
最
多
を
記
録
し
た
。
夜

間
に
関
し
て
は
現
状
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
新

た
な
取
り
組
み
を
関
係
機

関
と
連
携
し
進
め
た
い
。

問
観
光
客
入
込
５
０
０
万

人
を
目
指
す
一
方
で
、 

労

働
力
人
口
は
減
少
す
る
。

受
入
に
伴
う
労
働
力
確
保

の
施
策
や
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
観
光
産
業
の
み
な
ら
ず
、

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
、

労
働
力
確
保
は
大
変
重
要

な
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。

失
業
者
対
策
を
進
め
、
女

性
の
働
き
や
す
い
労
働
環

境
の
整
備
や
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
生
き
が
い
対
策

等
に
よ
り
労
働
力
の
増
加

を
図
る
と
同
時
に
、
質
の

高
い
人
材
も
育
成
し
た
い
。

加
え
て
移
住
・
定
住
施
策

の
推
進
や
、
外
国
人
技
能

実
習
制
度
の
有
効
活
用
等
、

市
外
か
ら
の
労
働
力
の
確

保
な
ど
、
総
合
的
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

答
住
民
の
み
な
ら
ず
、
市

外
・
観
光
客
ま
で
を
含
ん

だ
林
業
体
験
・
観
察
を
と

も
な
う
誘
客
の
イ
ベ
ン
ト

を
催
す
な
ど
、
観
光
的
な

要
素
を
盛
り
込
み
、
循
環

す
る
森
づ
く
り
に
努
め
、

森
林
技
術
者
の
就
労
創
出

に
つ
な
げ
た
い
。

問
豊
か
な
自
然
環
境
・
風

景
・
人
情
と
深
い
お
も
て

な
し
に
触
れ
る
観
光
と
し

て
、
歩
い
て
旅
す
る
「
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
に
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
に
よ
る
見
ど
こ
ろ
の

再
発
見
と
と
も
に
、
観
光

消
費
の
拡
大
が
誘
発
で
き

る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
と

し
て
の
取
り
組
み
は
。

答
滞
在
型
観
光
地
化
へ
の

手
立
て
と
し
て
、
ま
た
、

新
た
な
魅
力
発
見
へ
と
つ

な
が
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
取
り
組
み
を
す
す

め
る
。

持
続
可
能
な
経
済
基
盤
の

形
成
に
つ
い
て

魅
力
と
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

滞
在
型
・
通
年
型
観
光
地

づ
く
り
に
つ
い
て
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子
ど
も
た
ち
の
明
る
い

未
来
の
た
め
に
、

今
や
る
べ
き
こ
と

「
健
康
寿
命
日
本
一

を
め
ざ
し
て
」

市
を
挙
げ
て

健
康
づ
く
り
を
！

西田 　稔 議員

車戸 明良 議員

問
来
春
大
学
、
専
門
学
校

を
卒
業
予
定
の
高
山
市
出

身
者
数
と
Ｕ
タ
ー
ン
希
望

者
数
は
。

答
個
人
情
報
の
関
係
か
ら

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
希
望
す

る
人
数
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
促

進
の
た
め
飛
驒
管
内
の
高

等
学
校
の
協
力
や
本
人
及

び
ご
家
族
の
同
意
を
得
な

が
ら
高
校
生
の
進
学
先
を

把
握
し
市
内
企
業
の
情
報

を
発
信
し
て
い
く
。

問
Ｕ
タ
ー
ン
者
数
増
加
の

た
め
の
働
き
か
け
は
。

答
新
卒
者
を
対
象
に
し
た

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
年
３

回
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

地
元
の
高
等
学
校
の
協
力

を
得
て
、
大
学
進
学
者
に

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

情
報
や
高
山
市
の
事
業
所

問
日
本
は
、
世
界
一
の
長

寿
国
に
な
っ
て
い
る
が
、

元
気
で
長
生
き
で
き
な
け

れ
ば
、
本
人
は
も
と
よ
り

家
族
、
社
会
全
体
に
明
る

さ
は
見
え
て
こ
な
い
。
健

康
寿
命
と
は
、
一
生
涯
の

う
ち
健
康
で
自
立
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
出
来
る
期
間
。

高
山
市
の
健
康
寿
命
は
、

何
歳
か
。

答
厚
労
省
研
究
班
の
算
定

方
式
で
調
査
し
た
。
結
果

は
、
男
性
76
・
67
歳
、
女

性
81
・
17
歳
で
あ
る
。

問
健
康
寿
命
の
全
国
平
均

は
男
性
78
・
17
歳
、
女
性

83
・
16
歳
と
な
っ
て
お
り

高
山
市
は
低
い
。
１
位
の

長
野
県
と
比
べ
る
と
、
男

女
と
も
に
、
２
・
８
歳
程

低
い
。
「
健
康
寿
命
日
本

一
」
の
目
標
を
掲
げ
、
市

を
挙
げ
て
健
康
づ
く
り
を

を
紹
介
す
る
職
場
ガ
イ
ド

を
送
付
し
て
い
る
。
ま
た

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
す
る
若
者

に
対
し
て
支
援
金
を
支
給

し
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
促

進
し
て
い
る
。

問
起
業
し
た
い
と
思
っ
た

人
が
、
ま
ず
ど
こ
に
相
談

に
行
っ
た
ら
よ
い
か
を
も

う
少
し
分
か
り
や
す
く
周

知
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
広
報
「
た
か
や
ま
」
を

は
じ
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
り
創
業
支
援
制
度
を

周
知
す
る
と
と
も
に
、
関

係
各
所
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
い
る
。

問
平
成
26
年
度
に
実
施
し

た
企
業
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加

者
及
び
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

の
起
業
状
況
は
。

答
平
成
26
年
度
に
受
講
し

た
39
名
の
う
ち
７
名
が
市

内
で
起
業
し
て
い
る
。

問
林
業
・
就
農
体
感
ツ
ア
ー

展
開
し
て
は
。

答
ど
う
意
識
を
高
め
、
何

を
行
う
の
か
、
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
や
医
師
会
、

長
寿
会
な
ど
と
協
議
し
て

日
本
一
を
目
指
し
た
い
。

問
特
定
健
診
受
診
者
の
生

活
習
慣
病
治
療
者
の
割
合

が
高
い
。
中
学
生
か
ら
一

般
健
診
を
取
り
入
れ
健
康

管
理
の
意
識
向
上
を
図
る

こ
と
や
、
若
い
世
代
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
簡
単
で

わ
か
り
や
す
い
健
康
づ
く

り
の
推
進
は
。

答
食
育
・
歩
き
・
ラ
ジ
オ

体
操
な
ど
を
は
じ
め
、
中

学
生
の
健
診
も
検
討
し
て

い
く
。

問
高
齢
者
健
康
教
室
の
効

果
と
認
知
症
予
防
の
取
り

組
み
は
。

答
参
加
者
の
要
介
護
認
定

は
ど
れ
だ
け
移
住
に
結
び

つ
い
て
い
る
の
か
。

答
林
業
体
感
ツ
ア
ー
で
は

延
べ
23
世
帯
30
名
参
加
の

う
ち
３
世
帯
９
名
が
、
就

農
体
感
ツ
ア
ー
で
は
延
べ

74
世
帯
91
名
参
加
の
う
ち

９
世
帯
11
名
が
高
山
へ
移

住
さ
れ
た
。

問
市
教
委
が
主
催
す
る
コ

ン
ク
ー
ル
の
趣
旨
・
目
的

は
。

答
子
ど
も
た
ち
が
情
報
社

会
の
中
で
自
ら
の
課
題
に

対
し
て
主
体
的
に
考
え
、

必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択

し
な
が
ら
ま
と
め
解
決
し

て
い
く
力
、「
生
き
る
力
」

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
コ

ン
ク
ー
ル
を
主
催
し
て
い

る
。

率
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

認
知
症
予
防
は
、
今
年
か

ら
講
座
を
実
施
す
る
。

問
高
山
市
に
お
け
る
免
税

店
の
状
況
と
、
そ
れ
を
活

か
し
た
商
業
の
活
性
化
へ

の
取
り
組
み
は
。

答
市
内
の
免
税
店
舗
は
、

29
件
あ
り
外
国
人
観
光
客

の
来
店
も
増
え
て
い
る
。

現
在
、
新
た
に
約
30
の
事

業
者
が
免
税
店
舗
を
検
討

し
て
お
り
、
推
進
す
る
。

問
通
訳
案
内
士
の
育
成

（
中
心
市
街
地
特
例
）
の

取
り
組
み
は
。
通
訳
ガ
イ

ド
の
活
動
は
経
済
活
力
の

向
上
に
つ
な
が
る
の
で

は
。

答
対
象
言
語
は
英
語
と
し

全
国
か
ら
募
集
し
、
６
回

の
講
座
を
開
催
し
て
試
験

に
よ
り
市
の
通
訳
案
内
士

と
し
て
認
定
す
る
。
10
月

か
ら
活
動
し
て
も
ら
う
よ

う
準
備
を
進
め
る
。
ガ
イ

ド
付
き
着
地
型
・
滞
在
型

ツ
ア
ー
の
促
進
や
物
販
に

も
つ
な
が
る
と
期
待
し
て

い
る
。

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進

に
つ
い
て

外
国
人
観
光
客
の
購
買

需
要
の
取
り
組
み

健
康
づ
く
り
の
推
進
の

取
り
組
み

高山市図書館「煥章館」

健
康
寿
命
の
延
伸

高
山
市
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

に
つ
い
て
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問
市
の
６
９
６
施
設
の
施

設
白
書
が
公
表
さ
れ
た
。

財
政
面
か
ら
し
て
も
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
大
規
模
改

修
や
建
て
替
え
が
困
難
で

あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る

が
、
施
設
白
書
か
ら
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
捉

え
て
い
る
の
か
。

答
施
設
白
書
で
は
施
設
の

整
備
状
況
と
将
来
の
更
新

費
用
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

そ
の
結
果
施
設
の
維
持
・

保
全
や
更
新
が
今
後
の
市

政
運
営
に
と
っ
て
大
き
な

負
担
に
な
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
適
正
化
な
ど
の
視

点
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
く
。

問
高
次
脳
機
能
障
が
い
と

は
、
病
気
や
事
故
な
ど
で

脳
が
損
傷
さ
れ
た
た
め
に

言
語
・
思
考
・
記
憶
・
行

為
・
学
習
・
注
意
な
ど
に

障
害
が
起
き
た
状
態
の
こ

と
。
外
見
か
ら
は
障
が
い

の
程
度
を
表
す
こ
と
が
出

来
な
い
た
め
「
見
え
な
い

障
害
」
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
「
知
る
こ

と
」
「
相
談
す
る
」
こ
と

が
大
切
だ
が
、
市
の
考
え

は
。

答
現
在
、
市
も
広
報
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
総

合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

も
対
応
し
て
い
く
。

問
国
か
ら
早
期
に
総
合
管

理
計
画
の
策
定
を
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
策
定
時
期

は
。

答
平
成
28
年
度
ま
で
に
各

施
設
の
費
用
対
効
果
、
現

状
、
必
要
性
な
ど
を
分
析

評
価
し
、
「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。
大
規

模
改
修
や
建
て
替
え
の
予

測
費
用
は
多
額
で
あ
り
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
真
の
必

要
性
な
ど
も
考
慮
し
て
い

く
。

問
将
来
を
見
据
え
必
要
な

施
設
の
更
新
の
た
め
に
も

仮
称
・
公
共
施
設
整
備
基

金
と
し
て
準
備
し
て
い
く

必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答
必
要
に
応
じ
て
公
共
施

設
の
整
備
基
金
の
造
成
な

問
子
ど
も
達
の
放
課
後
の

安
全
を
図
り
、
保
護
者
に

は
安
心
し
て
働
い
て
い
た

だ
く
。
ま
た
、
企
業
が
人

材
を
確
保
す
る
た
め
の
学

童
保
育
と
放
課
後
児
童
デ

イ
は
、
今
の
、
こ
れ
か
ら

の
高
山
市
に
は
無
く
て
は

な
ら
な
い
絶
対
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
。
そ
の
た
め
に
春

休
み
や
夏
休
み
の
学
童
保

育
を
も
っ
と
利
用
し
や
す

い
よ
う
拡
充
で
き
な
い
か
。

答
検
討
し
て
い
く
。

問
６
年
生
ま
で
の
拡
充
は
。

答
児
童
の
放
課
後
の
過
ご

し
方
は
多
様
で
あ
る
か
ら
、

実
施
主
体
や
あ
り
方
も
含

め
、
総
合
的
に
検
討
し
て

い
る
。

問
障
が
い
児
の
ニ
ー
ズ
の

把
握
は
。

答
受
け
皿
の
量
的
な
充
実

と
、
緊
急
時
へ
の
対
応
だ

市
の
施
設
、
残
す
？

廃
止
す
る
？

「
高こ

う
じ次

脳の
う

機き
の
う能

障し
ょ
う

が

い
」っ
て
何
？

水門 義昭  議員

藤江 久子 議員

ど
考
え
て
い
き
た
い
。

問
町
内
未
加
入
者
へ
の
参

画
の
働
き
か
け
は
行
政
の

役
割
が
重
要
だ
と
思
う
が
。

答
行
政
は
市
民
全
体
へ
の

啓
発
や
関
係
団
体
の
連
携

体
制
づ
く
り
を
、
協
議
会

は
情
報
発
信
や
魅
力
的
な

活
動
や
参
画
し
や
す
い
仕

組
み
作
り
を
、
町
内
会
は

加
入
の
直
接

的
な
働
き

か
け
が
主
要

な
役
割
で
あ

る
。

問
町
内
要
望
に
対
す
る
見

直
し
は
拙
速
に
行
わ
ず
、

地
域
の
理
解
を
十
分
得
て

か
ら
行
う
べ
き
で
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や

町
内
会
連
絡
協
議
会
と
何

度
も
協
議
し
、
合
意
の
上

で
進
め
て
き
て
い
る
、
今

後
も
十
分
に
検
討
を
行
い
、

随
時
改
善
を
図
り
推
進
し

て
い
く
。

と
考
え
て
い
る
。

問
来
年
度
の
新
規
採
用
は

30
名
と
な
っ
て
い
る
。
若

い
人
が
安
定
し
た
職
業
に

つ
け
る
こ
と
は
地
域
の
活

性
化
や
少
子
化
へ
の
対
策

に
も
な
り
、
大
変
喜
ば
し

い
が
、
市
職
員
の
給
与
（

６
０
５
万
円
）
は
、
県
内

の
類
似
市
と
比
べ
「
人
数

が
多
く
」
「
給
与
が
高

い
」
こ
と
が
問
題
。
民
間

企
業
の
男
性
正
職
員
（
４

０
７
万
円
）
と
も
大
き
な

格
差
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は

全
て
市
民
の
税
金
で
あ
る

が
市
長
は
ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
。

答
民
間
は
市
よ
り
勤
続
年

数
が
10
年
短
い（
だ
か
ら

低
い
）。
職
員
に
は
民
間

よ
り
多
い
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、

見
合
う
仕
事
を
す
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
く
。
職
員

の
給
与
が
高
い
こ
と
は
地

域
の
景
気
対
策
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
今
後
も
人

事
院
勧
告
に
従
い
、
見
直

す
つ
も
り
は
な
い
。

公
共
施
設
白
書
か
ら
の

課
題
は

高
次
脳
機
能
障
が
い
に

つ
い
て

仮
称
・
公
共
施
設
整
備

基
金
の
必
要
性
は

全
市
民
が
参
画
で
き
る

町
づ
く
り
協
議
会
の

仕
組
み
づ
く
り
は

子
育
て
環
境
の
充
実
を

見えな
い障がい

町
内
要
望
に
対
す
る

考
え
方
は

市
の
職
員
数
と
給
与
の

関
係
に
つ
い
て

国
が
求
め
て
い
る
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
は
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空
き
家
の
適
正
管
理
と

有
効
活
用
の
推
進
を
！

山腰 恵一 議員

問
空
き
家
の
増
加
に
よ
る

市
民
へ
の
影
響
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

答
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い

な
い
も
の
は
、
防
犯
・
火

災
の
問
題
や
倒
壊
等
の
お

そ
れ
が
あ
り
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
と
考

え
る
。

問
実
態
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
が
必
要
で
は
。

答
調
査
の
手
法
や
結
果
後

の
対
応
方
針
を
決
め
て
実

施
し
て
い
く
。

問
空
き
家
対
策
推
進
特
別

措
置
法
で
は
、
市
が
「
特

定
空
き
家
等
」
に
認
め
れ

ば
、
指
導
・
勧
告
・
命

令
・
撤
去
が
で
き
る
。
そ

の
判
断
の
流
れ
は
。

答
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

即
し
て
県
の
助
言
を
得
て

適
切
な
対
応
を
進
め
る
。

問
高
山
に
支
店
や
営
業
所

の
あ
る
企
業
に
赴
任
さ
れ

た
方
々
と
の
ご
縁
を
活
か

す
取
り
組
み
を
。

答
「
高
山
に
勤
務
し
て
よ

か
っ
た
」
と
い
う
声
を
聞

く
こ
と
は
多
い
の
で
、
高

山
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
の
あ
る
仕
組
み
づ
く
り

を
本
年
度
中
に
考
え
た
い
。

問
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
サ
イ
ト
を

有
効
活
用
し
て
フ
ァ
ン
層

の
幅
を
拡
大
し
て
は
。

答
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
や

問
中
心
市
街
地
及
び
そ
の

周
辺
は
味
わ
い
あ
る
古
民

家
等
が
あ
る
。
町
並
み
景

観
保
存
の
観
点
か
ら
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
町
の
魅
力
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
所
有
者
や
地

域
の
方
な
ど
と
有
効
活
用

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
が
、
今
年
度
か
ら
「
㈱

ま
ち
づ
く
り
飛
驒
高
山
」

に
お
い
て
空
き
家
調
査
を

行
い
、
活
用
促
進
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
台
風
の
接
近
に
よ
る
大

規
模
水
害
の
発
生
に
備
え
、

各
関
係
機
関
が
「
い
つ
、

誰
が
、
何
を
す
る
」
の
か

時
間
軸
に
沿
っ
た
事
前
防

災
行
動
計
画
（
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
）
を
策
定
す
る
こ
と

で
被
害
の
最
小
限
化
が
可

能
と
な
る
。
策
定
の
考
え

活
用
分
野
の
拡
大
も
含
め
、

市
の
旬
な
情
報
の
Ｐ
Ｒ
に

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

問
町
内
要
望
の
仕
組
み
を

見
直
す
意
義
は
。

答
地
区
の
課
題
を
共
有
し

全
体
の
利
益
を
考
え
た

「
市
民
が
主
役
」
の
ま
ち

づ
く
り
が
さ
ら
に
進
む
と

考
え
る
。

問
見
直
し
の
内
容
は
。

答
毎
年
３
月
末
ま
で
に
情

報
提
供
書
と
し
て
提
出
い

た
だ
く
こ
と
で
、
年
度
の

早
い
時
期
か
ら
対
応
が
で

き
、
ま
た
案
件
ご
と
の
個

票
と
す
る
こ
と
で
迅
速
な

対
応
も
可
能
と
な
る
。

問
地
区
ご
と
に
割
り
振
る

１
千
万
円
と
い
う
予
算
枠

は
公
平
な
の
か
。

答
市
道
等
の
維
持
修
繕
に

つ
い
て
、
地
区
の
意
向
を

反
映
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

は
。

答
本
市
の
実
情
に
応
じ
た

変
更
や
改
良
が
必
要
で
あ

る
。
関
係
機
関
等
と
調
整

し
検
討
を
進
め
る
。

問
事
前
防
災
行
動
の
考
え

に
基
づ
く
き
め
細
か
な
情

報
提
供
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答
注
意
喚
起
等
、
早
い
段

階
で
の
情
報
提
供
に
努
め

る
。

問
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
は
、
自
治
体
や
民
間

団
体
等
が
企
画
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
に
賛
同
し
た

方
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
出
資
を
募
り
実
現

さ
せ
る
取
り
組
み
で
、
そ

の
活
用
に
よ
り
地
域
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
る
。
活

用
の
考
え
は
。

答
民
間
の
動
向
に
も
注
視

し
研
究
課
題
と
し
て
取
り

組
む
。

今
年
度
は
一
律
に
地
区

１
千
万
円
と
し
た
。

問
人
事
異
動
に
適
材
適
所

の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
本
人
の
意
向
も
踏
ま
え

た
上
で
、
個
々
の
キ
ャ
リ

ア
や
経
験
年
数
を
考
慮
し

人
員
配
置
し
て
い
る
。

問
大
手
広
告
代
理
店
電
通

な
ど
民
間
企
業
へ
の
派
遣

研
修
の
方
針
は
。

答
民
間
へ
の
派
遣
に
よ
る

成
果
は
大
き
く
、
現
在
は

日
本
政
府
観
光
局
や
日
本

貿
易
振
興
機
構
な
ど
企
業

的
な
活
動
を
す
る
団
体
へ

派
遣
し
て
い
る
。

問
徹
底
し
た
事
務
事
業
の

見
直
し
が
必
要
で
は
。

答
選
択
と
集
中
に
よ
る
重

点
化
や
行
政
の
担
う
べ
き

役
割
の
見
直
し
の
観
点
か

ら
検
証
、
見
直
し
に
取
り

組
み
た
い
。

問
寒
冷
地
手
当
こ
そ
見
直

す
べ
き
で
は
。

答
国
家
公
務
員
の
給
与
制

度
に
準
拠
し
て
寒
冷
地
手

当
を
支
給
し
て
お
り
、
今

後
も
人
事
院
勧
告
を
尊
重

し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
へ
の
投
資

に
つ
い
て

高
山
と
つ
な
が
る
仕
組
み

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

市
民
協
働
と
町
内
要
望

行
政
改
革
と
人
材
育
成

ご
縁
を
活
か
し
幅
広
い

高
山
応
援
団
を

中筬 博之 議員
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総務厚生
委 員 会

　

審
査
に
お
け
る
主
な
質

疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆ 

議
第
67
号

　

高
山
市
税
条
例
の
一
部

　

改
正
（
猶
予
制
度
の
見

　

直
し
と
社
会
保
障
・
税

　

番
号
制
度
マ
イ
ナ
ン
バ

　

ー
導
入
に
よ
る
申
告
手

　

続
き
等
の
改
正
）

論
点
①

猶
予
制
度
の
見
直
し
の
影

響
と
今
後
の
対
応

問
猶
予
制
度
の
見
直
し
の

目
的
は
。

答
納
税
者
の
負
担
軽
減
と

早
期
か
つ
的
確
な
納
税
の

履
行
を
確
保
す
る
た
め
行

う
も
の
で
あ
る
。

問
納
税
し
や
す
い
環
境
と

な
る
の
か
。

答
担
保
が
不
要
な
場
合
が

50
万
円
以
下
か
ら
１
０
０
万

円
以
下
に
広
が
る
の
で
、

納
税
者
の
負
担
軽
減
と
な

り
、納
税
し
や
す
い
環
境

と
な
る
。

問
徴
収
猶
予
が
適
用
さ
れ

る
災
害
等
に
つ
い
て
の
判

断
基
準
は
。

答
経
済
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

論
点
②

情
報
管
理
の
体
制
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
す
る

対
応

問
市
の
情
報
管
理
の
考
え

方
は
。

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
人

的
、
物
的
な
面
か
ら
情
報

保
護
の
徹
底
に
努
め
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入

は
本
人
の
意
思
で
あ
り
、

記
入
が
な
く
て
も
受
付
を

す
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
内
容
や
対
応
に
つ
い

て
は
、
市
民
に
し
っ
か
り

周
知
す
る
。

◆
議
第
68
号

　

高
山
市
国
民
健
康
保
険

　

条
例
の
一
部
改
正
（
保

　

険
料
の
賦
課
（
ふ
か
）

　

限
度
額
の
引
上
げ
や
軽

　

減
判
定
基
準
の
拡
大
、

　

国
保
会
計
の
財
政
基
盤

　

強
化
）

論
点
①

賦
課
限
度
額
や
軽
減
判
定

基
準
の
改
正
に
よ
る
市
民

や
国
保
会
計
へ
の
影
響　

問
条
例
改
正
に
伴
う
市
民

へ
の
影
響
は
。

答
賦
課
限
度
額
の
改
正

は
、
給
与
収
入
で
約
１
，

０
１
０
万
円
以
上
、
年
金

収
入
で
約
１
，０
０
０
万
円

以
上
の
高
所
得
者
に
影
響

が
あ
り
、
保
険
料
と
し
て

は
約
１
，０
０
０
万
円
増
加

す
る
。

　

軽
減
判
定
基
準
拡
大
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
５
割

軽
減
の
対
象
が
１
１
０
世

帯
増
え
、
２
割
軽
減
の
対

象
が
36
世
帯
増
え
る
見
込

み
で
あ
る
。

論
点
②

国
保
会
計
の
財
政
基
盤
強

化
策
の
ね
ら
い
や
背
景

問
財
政
基
盤
強
化
策
の
内

容
や
ね
ら
い
は
。

答
市
町
村
が
拠
出
金
を
出

し
合
う
こ
と
で
、
共
同
で

国
保
会
計
に
与
え
る
影
響

を
平
準
化
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
国
の
支
援
が
こ

れ
ま
で
の
特
例
措
置
か
ら

恒
久
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

国
が
打
ち
出
し
て
い
る

国
保
の
広
域
化
を
踏
ま
え

た
取
り
組
み
で
あ
る
。

そ
の
他

国
保
会
計
全
般
に
つ
い
て

問
市
民
の
負
担
軽
減
に
な

る
よ
う
他
の
施
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
国
は
持
続
可
能
な
制
度

と
し
て
今
後
も
維
持
す
る

た
め
に
制
度
改
革
を
行
い
、

平
成
30
年
度
か
ら
の
広
域

化
に
向
け
て
準
備
し
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
一
般
会

計
か
ら
繰
り
出
し
た
一
部

を
国
が
補
て
ん
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
国
の
動
き
に
沿
っ
た

制
度
運
用
を
行
う
。

◆
議
第
69
号

　

高
山
市
介
護
保
険
条
例

　

の
一
部
改
正
（
低
所
得

　

者
の
保
険
料
を
平
成
27

　

年
度
28
年
度
減
額
）

論
点
①

保
険
料
減
額
に
よ
る
影
響

と
今
後
の
対
応

問
減
額
の
対
象
者
は
。

答
約
２
，８
８
０
人
で
あ

る
。

問
減
額
が
２
年
間
の
理
由

と
平
成
29
年
度
以
降
の
保

険
料
は
。

答
消
費
税
８
％
へ
の
引
上

げ
に
伴
い
、
低
所
得
者
へ

の
負
担
軽
減
と
し
て
減
額

す
る
。
平
成
29
年
度
以
降

に
つ
い
て
は
、
消
費
税

10
％
へ
の
引
上
げ
を
見
据

え
、
更
な
る
軽
減
措
置
を

国
が
行
う
予
定
で
あ
り
、

国
の
動
き
に
合
わ
せ
市
も

対
応
し
た
い
。

問
平
成
27
年
度
当
初
予
算

と
の
関
係
は
。

答
国
の
改
正
が
４
月
に
な

っ
た
た
め
、
条
例
改
正
が

こ
の
時
期
に
な
っ
た
が
、

当
初
予
算
に
は
見
込
ん
で

い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
の

結
果
、
議
第
67
号
、
69
号

は
全
員
一
致
で
、
ま
た
、

議
第
68
号
は
起
立
採
決
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

付
託
議
案
審
査
報
告

沼津委員・榎委員・牛丸委員・岩垣委員・谷村委員
松山副委員長・藤江委員長・車戸委員
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文教産業
委 員 会

  

分
野
別
市
民
意
見
交
換
会
の
報
告

　

6
月
定
例
会
で
文
教
産

業
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

事
件
案
件
4
件
、
請
願
１

件
の
審
査
に
お
け
る
主
な

質
疑
・
意
見
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
議
第
70
号
〜
73
号

　

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡

　

に
つ
い
て
（
上
青
屋
公

　

民
館
、
半
田
集
会
所
、

　

山
本
集
会
所
、
三
川
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　

朝
日
町
の
青
屋
、
国
府

町
の
半
田
、
山
本
、
三
川

に
あ
る
集
会
施
設
を
地
元

町
内
会
等
へ
無
償
譲
渡
す

る
も
の
。

論
点

譲
渡
後
の
施
設
の
維
持
管

理問
地
元
で
維
持
管
理
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
、
市

は
対
応
し
て
く
れ
る
の
か
。

答
施
設
の
維
持
管
理
は
地

元
で
対
応
す
る
と
の
合
意

が
で
き
て
い
る
。
問
題
が

出
て
き
た
場
合
は
市
も
相

談
に
の
る
。

問
今
回
譲
渡
す
る
施
設
は
、

現
在
ど
の
よ
う
に
管
理
し

て
い
る
の
か
。

答
今
ま
で
も
地
元
で
管
理

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
回
の
無
償
譲
渡
に
よ
り
、

地
元
の
裁
量
で
建
物
を
よ

り
有
効
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

地
元
に
新
た
な
負
担
が
生

ず
る
も
の
で
は
な
い
。

問
各
施
設
の
避
難
所
と
し

て
の
位
置
付
け
は
。

答
三
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
指
定
避
難
所
、

そ
の
他
３
施
設
は
一
時
避

難
所
に
指
定
し
て
い
る
が
、

避
難
所
と
し
て
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

市
で
対
応
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
の

結
果
、
す
べ
て
全
員
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

◆
請
願
第
１
号

　

国
民
的
合
意
の
な
い「
平

　

和
安
全
法
制
整
備
法
案
」、

　
「
国
際
平
和
支
援
法
」の

　

廃
案
を
求
め
る
意
見
書

　

の
提
出
を
求
め
る
請
願

　

書
・
一
委
員
会
で
の
議
論

で
、
こ
う
し
た
趣
旨
の
意

見
書
を
提
出
す
る
の
は
む

ず
か
し
い
の
で
は
。

・
意
見
書
の
文
面
は
、
多

く
の
高
山
市
民
の
思
い
を

反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
現
在
、
国
会
で
審
議
中

で
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
が
あ
る
中
で
、
こ
の

意
見
書
を
こ
の
文
面
の
ま

ま
国
へ
提
出
す
る
こ
と
に

は
賛
成
で
き
な
い
。

・
平
和
を
願
う
気
持
ち
は

誰
も
が
同
じ
で
あ
る
。
市

も
「
高
山
市
平
和
の
日
」

を
定
め
て
い
る
。
平
和
安

全
法
制
整
備
に
対
す
る
慎

重
な
審
議
を
求
め
る
旨
の

意
見
書
を
委
員
会
と
し
て

と
り
ま
と
め
、
議
会
運
営

員
会
で
協
議
し
て
も
ら
っ

た
ら
ど
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
、
こ
の
請
願
書
に

つ
い
て
は
起
立
採
決
に
よ

り
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
文
教
産
業
委
員

会
に
お
い
て
「
平
和
安
全

法
制
整
備
に
つ
い
て
の
慎

重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
」

付
託
議
案
審
査
報
告

　

前
号
に
掲
載
で
き
な
か

っ
た
意
見
交
換
会
で
の
主

な
意
見
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
２
月
９
日
】

高
山
市
教
育
委
員

テ
ー
マ
「
今
後
の
教
育

環
境
に
つ
い
て
」

・
実
習
生
の
宿
泊
施
設
の

整
備
等
に
よ
り
就
職
、
定

住
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

・
小
中
一
貫
校
は
良
い
が

距
離
や
時
間
に
問
題
が
あ

る
。
先
生
も
多
忙
で
あ
る

た
め
人
員
の
手
当
て
も
必

要
。

・
高
山
市
が
目
指
す
教
育

の
将
来
像
を
見
据
え
、
そ

の
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き

か
と
い
う
議
論
が
必
要
。

【
２
月
18
日
】

飛
驒
高
山
森
林
組
合

テ
ー
マ
「
林
業
の
現
状

や
課
題
、
振
興
策
に
つ

い
て
」

・
大
雪
へ
の
対
応
で
は
各

業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応

し
た
。
市
で
連
携
の
場
を

つ
く
れ
ば
も
う
少
し
早
い

対
応
が
で
き
た
の
で
は
。

・
Ｉ
タ
ー
ン
や
地
元
の
雇

用
が
増
え
て
い
る
た
め
住

宅
助
成
の
充
実
を
。

・
起
業
、
創
業
へ
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
補
助
、
支
援

制
度
の
充
実
を
。

上嶋委員・伊東委員・山腰委員・倉田委員
中田委員・木本委員長・北村副委員長・今井委員

を
と
り
ま
と
め
、
議
会
運

営
委
員
会
へ
の
提
案
、
協

議
を
ふ
ま
え
、
最
終
日
に

上
程
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
（
p
５
参
照
）
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６
月
定
例
会
で
基
盤
環

境
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

事
件
案
件
３
件
を
一
括
議

題
と
し
審
査
し
ま
し
た
。

◆
議
第
74
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
１
台
を
購
入
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

○
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
１
台
の
取
得
価
格

４
，４
８
５
万
２
，４
０
０

円○
取
得
の
相
手
方

　

丸
新
消
防
株
式
会
社

◆
議
第
75
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ

Ｄ
―
Ⅰ
型
２
台
を
購
入
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ

Ｄ
―
Ⅰ
型
２
台
の
取
得
価

格
３
，２
９
４
万
円

○
取
得
の
相
手
方

　

丸
新
消
防
株
式
会
社

◆
議
第
76
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

高
規
格
救
急
車
１
台
と
救

命
処
置
用
資
器
材
一
式
を

購
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

○
高
規
格
救
急
車
１
台
・

救
命
処
置
用
資
器
材
一
式

の
取
得
価
格

２
，９
８
５
万
４
，６
８
０

円○
取
得
の
相
手
方

　

丸
新
消
防
株
式
会
社

　
　

審
査
内
容

論
点
①

入
札
の
執
行
状
況

問
契
約
の
経
緯
は
。

答
指
名
競
争
入
札
に
て
議

第
74
号
・
75
号
で
は
12
社

を
指
名
し
、
４
社
が
応
札

し
た
。
議
第
76
号
の
高
規

格
救
急
車
で
は
10
社
を
指

名
し
２
社
が
応
札
。
救
命

処
置
用
資
器
材
一
式
で
は

10
社
を
指
名
し
３
社
が
応

札
し
た
。

問
落
札
業
者
が
全
て
同
じ

だ
っ
た
が
。

答
指
名
業
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
区
分
で
登
録
さ
れ
た
業

者
を
選
定
し
て
い
る
。
応

札
業
者
に
つ
い
て
も
、
業

者
登
録
は
適
正
に
な
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
受
注
機

会
の
確
保
と
い
う
点
に
配

慮
し
て
発
注
し
て
い
る
。

問
議
第
74
号
は
昨
年
度
も

同
型
の
車
両
を
取
得
し
て

い
る
が
価
格
が
高
い
の
で

は
。

答
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
は
交
通
救
助
用
資
器

材
を
併
せ
て
整
備
し
た
た

め
、
増
額
と
な
っ
た
。

論
点
②

車
両
や
資
器
材
の
更
新
等

の
考
え
方

問
更
新
対
象
車
両
の
経
過

年
数
は
。

答
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
は
23
年
経
過
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
は
い
ず
れ

も
20
年
経
過
、
高
規
格
救

急
車
は
15
年
経
過
し
て
い

る
。
車
両
整
備
計
画
に
よ

り
消
防
車
両
は
概
ね
22
年
、

救
急
車
両
は
15
年
経
過
で

更
新
し
て
い
る
。

付
託
議
案
審
査
報
告

松葉委員・渡辺委員・中筬委員・橋本委員・西田委員
溝端副委員長・水門委員長・谷澤委員

基盤環境
委 員 会

問
高
規
格
救
急
車
に
積
載

す
る
救
命
処
置
用
資
器
材

は
車
両
と
同
じ
間
隔
で
更

新
す
る
の
か
。

答
救
命
処
置
用
資
器
材
の

更
新
に
つ
い
て
は
、
車
両

更
新
と
同
時
に
整
備
し
、

不
具
合
を
生
じ
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
対
応
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
の

結
果
、
議
第
74
号
か
ら
議

第
76
号
は
、
全
員
一
致
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

同型の高規格救急車

同型の消防ポンプ自動車（CD-I型） 同型の水槽付消防ポンプ自動車

　

今
回
の
付
託
議
案
の

審
査
は
消
防
に
関
す
る

財
産
の
取
得
で
し
た
。

消
防
団
を
応
援
す
る
ス

テ
ッ
カ
ー
を
ご
存
知
で

す
か
。
い
ざ
と
い
う
と

き
頼
り
に
な
る
消
防
団

を
み
な
さ
ん
で
応
援
し

ま
し
ょ
う
。
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1. 議席番号　　2. 名 前　　3. 会 派　　4. 抱 負
1
伊
いと う

東　寿
ひさみち

充
創政クラブ 
地域の今と未来の為にエネ
ルギッシュに頑張ります！

１.
２.
３.
４.

４
沼
ぬま ず

津　光
みつ お

夫 
高山市政クラブ 
夢ある高山をめざし市民の
ために頑張ります。

１.
２.
３.
４.

６
山
やまこし

腰　恵
けいいち

一 
高山市議会公明党 
生活者の目線で誰もが安
心して暮らせるまちづく
りをめざす‼

１.
２.
３.
４.

８
北
きたむら

村　征
いく お

男 
高山市政クラブ 
現場目線のまちづくりと
議会改革をめざします。

１.
２.
３.
４.

10
中
なかおさ

筬　博
ひろゆき

之 
高山市議会公明党 
庶民の代表として 24時間
現場主義をモットーに行
動する。

１.
２.
３.
４.

12
松
まつやま

山　篤
あつ お

夫 
無会派
「明日への希望」に燃え、
人の輪の力を信じ、創造
的な歩みを！

１.
２.
３.
４.

5
榎
えのき

　　隆
たか し

司 
高山市政クラブ 
安心・安全なまちづくり
に向け、発信力と行動力
でがんばります。

１.
２.
３.
４.

７
渡
わたなべ

辺　甚
じんいち

一 
高山市政クラブ 
住みよいまちづくり、災
害に強いまちづくりをめ
ざします。

１.
２.
３.
４.

９
岩
いわがき

垣　和
かずひこ

彦 
無会派 
産業活性で雇用、若者定
住が盛んな「飛驒高山」
をめざします。

１.
２.
３.
４.

11
倉
くら た

田　博
ひろ し

之 
創政クラブ 
いっしょにつくりましょ
う「やさしくて強いま
ち！」

１.
２.
３.
４.

２
谷
たにむら

村　昭
しょうじ

次
創政クラブ 
地域資源を活かし、夢の
ある暮らしやすい環境整
備に取り組む。

１.
２.
３.
４.

1 議席番号 2 名 前 3 会 派 4 抱 負
新しい24人の議員を紹介します。新しい24人の議員を紹介します。新しい24人の議員を紹介します。新しい24人の議員を紹介します。

１.
２.
３.
４.

３
西
にし だ

田　　稔
みのる

創政クラブ 
子どもたちの未来のため
に！夢あるまちづくりをす
すめたい。

高山市議会ぎかいだより 第20号 18
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13
上
じょうしま

嶋　希
き よ こ

代子 
日本共産党高山市議団 
市民が主人公の市政を実現
し、くらし・福祉を応援し
ます。

１.
２.
３.
４.

14
車
くるまど

戸　明
あき ら

良 
創政クラブ 
あなたの声を市政に届け
ます。地方創生で地域に
元気を！

１.
２.
３.
４.

15
松
まつ ば

葉　晴
はるひこ

彦 
高山市政クラブ 
今、そして将来何が大切
か！真剣に取り組みます。

１.
２.
３.
４.

16
木
きも と

本　新
しんいち

一 
創政クラブ 
広大な高山市、その魅力
をもっと引き出し前に進
めたい。

１.
２.
３.
４.

19
橋
はしもと

本　正
まさひこ

彦 
創政クラブ 
地域課題に的確に対応し市
民と情報共有できる開かれ
た議会を推進。

１.
２.
３.
４.

20
中
なか だ

田　清
せいすけ

介 
無会派（議長）
観光地を育てる文化・商
業政策と都市計画の連動
を目指します。

１.
２.
３.
４.

17
溝
みぞばた

端　甚
じんいちろう

一郎 
高山市政クラブ 
人づくり、地域づくり、夢
づくりのためにがんばりま
す。

１.
２.
３.
４.

18
水
すいもん

門　義
よしあき

昭 
創政クラブ 
将来の行財政施策に対し
ても生活者が起点で取り
組みます。

１.
２.
３.
４.

21
藤
ふじ え

江　久
ひさ こ

子 
創政クラブ 
障がい児（者）のケアシステ
ムの構築を目指します。

１.
２.
３.
４.

22
谷
たにざわ

澤　政
まさ し

司 
無会派 
市民が主役・全地域を回
り、与えられた議員職を
真を持って尽くす。

１.
２.
３.
４.

23
今
いま い

井　武
たけ お

男 
高山市政クラブ 
経済発展のため、観光・農
業・地場産業の各事業に力
を注ぎます。

１.
２.
３.
４.

24
牛
うしまる

丸　尋
ひろゆき

幸 
日本共産党高山市議団 
憲法を大切に、市政を厳
しくチェック、市民の暮
らし・営業を応援

１.
２.
３.
４.
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古紙パルプ配合率80％再生紙を使用

編

集

後

記

　

４
月
の
市
議
選
を
終
え
て
、
高
山
市
議
会
は
新
し
い

24
人
の
議
員
で
任
期
４
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

地
方
議
会
の
役
割
が
問
わ
れ
る
今
こ
そ
、
ラ
ン
キ
ン

グ
で
評
価
さ
れ
た
高
山
市
議
会
の
議
会
改
革
を
検
証
・

評
価
し
つ
つ
、「
一
部
の
地
域
や
団
体
の
代
表
に
と
ど
ま

ら
ず
・・・
」と
明
記
し
た
議
会
基
本
条
例
に
則
り
、
全
市

的
な
視
点
で
責
任
あ
る
議
決
機
関
と
し
て
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
議
会
の
動
き
を「
ぎ
か
い
だ
よ
り
」を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
な
が
ら
、
機
会
を
と

ら
え
、
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
て
行
く
の
が
広
報
広
聴

委
員
会
で
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
た
な
陣
容
で

　
　
　

ス
タ
ー
ト
！

　

今
年
度
は
、
合
併
10
年

を
経
て
、
次
の
10
年
間
の

指
針
と
な
る
第
八
次
総
合

計
画
の
実
施
初
年
度
と
い

う
節
目
の
年
で
あ
り
、
責

任
あ
る
議
決
機
関
と
し
て

議
会
の
担
う
役
割
も
さ
ら

に
大
き
く
な
る
と
捉
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
議
会
改
革
に

お
け
る
大
事
な
役
割
を
担

う
の
が
広
報
広
聴
機
能
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
新

し
い
任
期
の
ス
タ
ー
ト
と

な
る
本
年
の
活
動
方
針
を

決
め
ま
し
た
。

◆
地
域
別
市
民
意
見
交
換

　

会
を
き
め
細
か
く
開
催

　

こ
れ
ま
で
、
１
班
６
人

と
い
う
体
制
で
４
班
編
成

し
20
会
場
の
開
催
と
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

班
数
を
増
や
し
40
会
場
程

度
で
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
11
月
予
定
）

　

型
に
は
め
ず
、
く
る
ま

座
的
な
雰
囲
気
の
中
で
ホ

ン
ネ
の
語
ら
い
の
場
と
な

る
よ
う
、
そ
し
て
立
場
を

こ
え
た
幅
広
い
世
代
や
女

性
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
企
画
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
こ
ど
も
と
議
会
の
語
ら

　

い
の
場
の
開
催

　

高
山
の
将
来
を
担
う
次

世
代
の
視
点
を
重
視
し
、

市
の
現
状
や
課
題
を
投
げ

か
け
意
見
を
聞
く
中
で
、

地
域
づ
く
り
へ
の
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
斬
新
な

発
想
や
愛
郷
心
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
更
な
る
見
え
る
化

　

現
在
、
試
行
中
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
本
格
運
用

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
は
も
と
よ
り
、
全
国

の
自
治
体
議
会
の
方
々
と

も
意
見
を
交
換
し
高
山
市

議
会
の
活
性
化
に
寄
与
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

開会日 曜日 会　議　内　容 場　所

1 火 午前９時30分　本会議 議場

2 水 午後１時30分 常任委員会
（議案付託された委員会のみ開催） 各委員会室

3 木 議案精読日

4 金 議案精読日
午前10時 一般質問通告締切

7 月 議案精読日

8 火 午前９時30分　本会議（一般質問） 議場

9 水 午前９時３０分　本会議（一般質問） 議場

10 木
午前９時３０分　本会議（一般質問） 議場
本会議終了後議会運営委員会 全員協議会室

11 金 議案精読日

14 月 午前９時30分　総務厚生委員会 全員協議会室

15 火 午前９時30分　文教産業委員会 全員協議会室

16 水 午前９時30分　基盤環境委員会 全員協議会室

17 木 午前９時30分　予算決算特別委員会 全員協議会室

18 金 午前９時30分　予算決算特別委員会 全員協議会室

24 木 午前９時30分　予算決算特別委員会 全員協議会室

25 金 午前９時30分　本会議 議場

広
報
広
聴
委
員
会
の

活
動
方
針

※日程は変更する場合があります。

平成27年 高山市議会 9月定例会日程　高山市議会では、「高山市議会フェイス
ブックページ」を開設しています。
　議会活動の情報発信に努めていますので、
皆様の「いいね」をお待ちいたします。

高山市議会フェイスブック
https://www.facebook.com/
takayamashigikai

伊東委員・沼津委員・西田委員・榎委員
橋本委員・中筬副委員長・岩垣委員長・牛丸委員

みやすいユニバーサルデザインフォント
を一部採用しています。

高
山
市
議
会

検
 索
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